
小論文の書き方



〇
小
論
文
と
は…

・問
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
正
確
に
答
え
る
！

・自
分
の
立
場
を
は
っ
き
り
述
べ
る
！

・意
見
の
根
拠
を
、
筋
道
立
て
て
述
べ
る
！

・主
張
を
一
貫
さ
せ
て
ま
と
め
る
！

問
わ
れ
て
い
る
テ
ー
マ
や
事
柄
に
つ
い
て

自
分
の
意
見
を
、
客
観
的
・論
理
的
に

述
べ
る
文
章
。



〇
小
論
文
の
内
容
構
成

結論 根拠をいくつか

体験・例示・データ等

意見・理由・説明 問題

･

原
発
は
即
刻
や
め
る
べ
き
。

･

新
た
な
建
設
も
し
な
い
べ
き
。

①
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故

↓死
亡
・
病
気
、
非
難
、
経
済
的
損
害

②
3･

11
事
故

↓関
東
圏
全
域
避
難
の
損
害
は
莫
大
。

･
原
発
建
設
は
や
め
る
べ
き
。

･

危
険
す
ぎ
る
。

･

放
射
性
物
質
で
被
害
が
起
き
る
。

･

経
済
的
メ
リ
ッ
ト
も
な
い
。

※

こ
こ
で
、
反
対
意
見
も
踏
ま
え
て
書
く
と
よ
り
〇

こ
れ
か
ら
も
原
発
建
設
を
続
け
る
べ
き
か
。

参
考
文
献

吉
岡
友
治
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礎
か
ら
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ジ
ャ
ン
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ア
ッ
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ノ
ー
ト
記
述
力
養
成
・小

論
文

書
き
込
み
ド
リ
ル
」
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０
１
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２
５
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で
す
・ま
す
調
と
、
だ
・で
あ
る
調

〇
小
論
文
で
の
言
葉
の
使
い
方

・
小
論
文
の
場
合
、
だ
・で
あ
る
調
で
統
一
が

お
す
す
め
。 ま

ぜ
て
書
か
な
い
。

一
つ
の
文
を
短
め
に
す
る
。

な
る
べ
く
一
文
六
十
字
以
内
。

文
法
の
ミ
ス
等
を
防
ぐ
た
め
。



堂
々
と
自
分
の
意
見
を
言
う
。

〇
小
論
文
で
の
言
葉
の
使
い
方

へ
り
く
だ
っ
た
言
葉
や
前
置
き
は
必
要
な
い
。

あ
ま
り
～
に
つ
い
て
は
知
ら
な
い
が

と
思
う

⇒

と
考
え
る

あ
な
た
の
場
合
ど
う
だ
ろ
う
か

考
え
て
み
て
く
だ
さ
い

⇒

自
分
が
そ
の
よ
う
に
考
え
る
理
由
を
書
く
。

読
み
手
に
判
断
を
任
せ
な
い
。

話
し
言
葉
や
感
情
的
な
言
葉
を
使
わ
な
い
。



省
略
表
現
や
略
語
を
使
わ
な
い
。

〇
小
論
文
で
の
言
葉
の
使
い
方

・
ア
イ
フ
ォ
ン
、
ア
ン
ド
ロ
イ
ド

⇒

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

・
ア
イ
パ
ッ
ド⇒

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

・
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

⇒

ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス

（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）

商
標
名
は
原
則
使
わ
ず
一
般
名
称
を
使
う
。



敬
称
は
原
則
不
要
。

〇
小
論
文
で
の
言
葉
の
使
い
方

そ
の
問
題
は
い
ま
だ
に
未
解
決
で
あ
る
。

⇒

そ
の
問
題
は
未
解
決
で
あ
る
。

日
本
に
来
日
し
た
外
国
人
は…

⇒

来
日
し
た
外
国
人
は…

同
じ
言
葉
を
頻
繁
に
用
い
な
い
。

重
複
表
現
は
使
わ
な
い
。



〇
小
論
文
の
分
量

要
求
文
字
数
の
9
割
以
上

要
求
文
字
数
プ
ラ
マ
イ
40
字
の
範
囲
内

（
原
稿
用
紙
（
1
行
20
字
）で
プ
ラ
マ
イ
2
行
）

要
求
文
字
数
の
範
囲
内

○
○
字
以
内

○
○
字
程
度

○
○
字
～
△
△
字



〇
小
論
文
の
構
成

そ
の
１(

四
段
落)

そ
の
２(

三
段
落)

意
見
・立
場
の
表
明

問
題
提
起

結
論

・き
ち
ん
と
段
落
分
け
を
す
る
。

・分
量
の
バ
ラ
ン
ス
よ
く
。

三
、
四
段
落
で
ま
と
め
る
と
よ
い
。

説
明
・具
体
例

問
題
提
起

意
見
・立
場
の
表
明

説
明
・具
体
例

結
論



〇
小
論
文
の
構
成

そ
の
１(

四
段
落)

そ
の
２(

三
段
落)

意
見
・立
場
の
表
明

問
題
提
起

結
論

・き
ち
ん
と
段
落
分
け
を
す
る
。

・分
量
の
バ
ラ
ン
ス
よ
く
。

三
、
四
段
落
で
ま
と
め
る
と
よ
い
。

説
明
・具
体
例

問
題
提
起

意
見
・立
場
の
表
明

説
明
・具
体
例

結
論



〇
そ
の
１(

四
段
落
構
成)

の
場
合

世
間
で
は
～
で
あ
る
が
、
～
と
反
対
す
る
声
も

あ
る
。
で
は
、
～
べ
き
だ
ろ
う
か
。

問
題
提
起問

に
関
す
る
概
要
紹
介

問
題
提
起



〇
そ
の
１(

四
段
落
構
成)

の
場
合

確
か
に
、
～
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
。

し
か
し
、
私
は
～
こ
と
に
賛
成
で
あ
る
。

「確
か
に
～
し
か
し
～
し
か
し
」

反
対
意
見
を
踏
ま
え
て
書
く
。

自
分
が
イ
エ
ス
か
ノ
ー
ど
ち
ら
の

立
場
か
は
っ
き
り
さ
せ
る
。

意
見
・立
場
の
表
明



〇
そ
の
１(

四
段
落
構
成)

の
場
合

～
～
～(

具
体
例
や
デ
ー
タ
等
を
踏
ま
え
、
自

分
の
立
場
の
理
由)

～
～
～
。
ま
た
、
～
と
い
っ
た

対
策
を
行
え
ば
よ
い
と
考
え
る
。

・
自
分
が
イ
エ
ス
あ
る
い
は
ノ
ー

と
考
え
る
理
由
。

・
デ
ー
タ
や
具
体
例
な
ど
も
示
す
。

も
っ
と
よ
く
す
る
た
め
の
対
策
案

意
見≠

事
実

根
拠



〇
そ
の
１(

四
段
落
構
成)

の
場
合

こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
私
は
～
こ
と
に
賛
成

で
あ
る
。

結
論再

度
全
体
を
整
理
し
、
イ
エ
ス
か

ノ
ー
か
は
っ
き
り
述
べ
る
。

努
力
目
標
や
余
韻
を
持
た
せ
る

締
め
の
文
は
い
ら
な
い
。



〇
小
論
文
の
構
成

そ
の
１(

四
段
落)

そ
の
２(

三
段
落)

意
見
・立
場
の
表
明

問
題
提
起

結
論

・き
ち
ん
と
段
落
分
け
を
す
る
。

・分
量
の
バ
ラ
ン
ス
よ
く
。

三
、
四
段
落
で
ま
と
め
る
と
よ
い
。

根
拠

問
題
提
起

意
見
・立
場
の
表
明

根
拠

結
論



〇
そ
の
１(

三
段
落
構
成)

の
場
合

～
こ
と
に
つ
い
て
、
私
は
賛
成
で
あ
る
。

問
に
関
す
る
概
要
紹
介

イ
エ
ス
か
ノ
ー
ど
ち
ら
の
立
場
か

は
っ
き
り
さ
せ
る
。

問
題
提
起

意
見
・立
場
の
表
明



〇
そ
の
１(

三
段
落
構
成)

の
場
合

確
か
に
、
～
と
い
う
考
え
た
方
も
あ
る
。

し
か
し
、
～
～
～(

具
体
例
や
デ
ー
タ
等
を
踏
ま

え
、
自
分
の
立
場
の
理
由)

～
～
～
。

反
論
を
踏
ま
え
て
書
く
。

・
自
分
が
イ
エ
ス
あ
る
い
は
ノ
ー
と

考
え
る
理
由
。

・
デ
ー
タ
や
具
体
例
な
ど
も
示
す
。

意
見≠

事
実

根
拠



〇
そ
の
２(

三
段
落
構
成)

の
場
合

こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
私
は
～
こ
と
に
賛
成

で
あ
る
。

結
論再

度
全
体
を
整
理
し
、
イ
エ
ス
か

ノ
ー
か
は
っ
き
り
述
べ
る
。

努
力
目
標
や
余
韻
を
持
た
せ
る

締
め
の
文
は
い
ら
な
い
。



〇
原
稿
用
紙
の
使
い
方

・漢
字
で
書
く
べ
き
言
葉
は
漢
字
で
。

・数
字
は
漢
数
字
。

・％
な
ど
の
記
号
は
カ
タ
カ
ナ
で
。

・促
音
、
よ
う
音
、
カ
ッ
コ
、
句
読
点

＝
一
マ
ス
に
一
文
字
。

※

「
～
～
～
。
」

・
行
頭
に
句
読
点
、
閉
じ
カ
ッ
コ
や
閉
じ
カ
ギ
を

置
か
な
い
。
（よ
う
音
は
行
頭
に
置
い
て
よ
い
）

一
マ
ス

で
。

行
頭
に
来
る
場
合
は
、
前
行
末
の

マ
ス
の
文
字
と
一
緒
に
書
く
。



〇
原
稿
用
紙
の
使
い
方

・ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
用
い
な
い
と
表
現
で
き
な

い
語
句
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
縦
書
き
。

・単
語
や
英
文
は
横
に
寝
か
せ
て
書
く
。

大
文
字
は
一
マ
ス
に
一
文
字
。

小
文
字
や
ス
ペ
ー
ス
は
一
マ
ス
に
二
文
字
。

・く
り
か
え
し
符
号
「
々

」は
行
頭
に
置
か
な
い
。

「
人
々
」の
「
々
」は
行
頭
で
は

「
人
」・「
び
と
」

・他
人
が
書
い
た
文
章
を
自
分
の
意
見
で
あ
る

か
の
よ
う
に
扱
う
こ
と
は
絶
対
に
し
な
い
。

引
用
部
分
に
は
カ
ギ
カ
ッ
コ
を
つ
け
て
、
自
分

の
文
章
と
区
別
す
る
。



〇
添
削
に
挑
戦
し
て
み
よ
う
！

①
小
論
文
の
悪
い
例
を
添
削
す
る
。

②
4
人
班
で
共
有
し
て
み
よ
う
。

③
各
班
一
つ
ず
つ
、
添
削
し
た
箇
所
に
つ
い
て
発
表
。



〇
テ
ー
マ
型
小
論
文
を
書
い
て
み
よ
う
！

今
回
の
お
題

「
コ
ロ
ナ

」



今
回
の
お
題

「
コ
ロ
ナ

」

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
様
々
な
分
野
に

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
書
か
れ
た
様
々
な

書
籍
や
記
事
を
読
ん
で
、

自
分
で
「
問
い
」を
立
て
て
書
い
て
み
よ
う
。



〇
「
問
い
」を
立
て
る

小
論
文
に
お
け
る
「
問
い
」と
は
、

小
論
文
の
中
で
、
明
ら
か
に
し
た
い
こ
と
。

例
：「
出
産
し
た
ら
仕
事
を
や
め
る
べ
き
か
」



〇
「
問
い
」を
立
て
る

探
し
方

①
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
き
っ
か
け
に
考
え
る

( 

個
人
的
体
験
、
授
業
内
容
、
人
と
の
対
話
、

ニ
ュ
ー
ス
、
文
献)

②
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ

( 

ア
イ
デ
ア
を
視
覚
可
。

関
係
を
線
で
繋
い
だ
り
、
囲
ん
だ
り
。
整
理)

③
ブ
レ
イ
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ

( 

複
数
人
で
自
由
に
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
う
。)


